
抄録 特許庁では，内外の特許情報を基に多面的に技術動向を分析した特許出願技術動向調査を実施し

ている。本稿では，ライフサイエンス分野において近年特に注目されている「再生医療」の調査結果を

紹介する。

1．はじめに
特許情報は，企業，大学等における研究開発の

成果に係る技術情報および権利情報である。これ

を多面的に分析することにより，ライフサイエン

ス分野をはじめとする個々の技術分野における特

許出願動向の現状や課題などを把握できるととも

に，今後の研究開発戦略や出願戦略等のための有

益な情報となる。

特許庁では，第 3 期科学技術基本計画（平成 18

年 3 月閣議決定）において重点推進 4 分野及び推

進4分野と定められた8分野（ライフサイエンス，

情報通信，環境，ナノテクノロジー・材料，エネ

ルギー，ものづくり，社会基盤，フロンティア）

を中心に，今後の進展が予想される分野について

特許出願技術動向調査を実施している。

特許出願技術動向調査の具体的な調査の進め方

としては，学識経験者および産業界有識者から構

成される委員会を設置し，委員会で技術，分析手

法，提言等について助言をいただきながら，国内

外の特許情報や学術文献に基づく研究開発動向，

各国における政策動向，市場動向について多面的

に調査・分析を行っている。また，これらの情報

を総合的に分析することにより，日本の技術競争

力，産業競争力の状況をとりまとめて，日本が取

り組むべき課題を提言している。

本稿では，ライフサイエンス分野の中でも近年

特に注目を浴びている再生医療分野について，平

成 20 年度特許出願技術動向調査「再生医療」の中

からその一部を抜粋して紹介する。再生医療をは

じめとするライフサイエンス分野における特許出

願動向の現状や課題を把握するための基礎資料と

＊ 特許庁総務部企画調査課 技術動向係長

Assistant Director, Policy Planning and Research Division,
General Affairs De
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対象・疾患

機能付与細胞
分化させた幹細胞

体細胞

遺伝子改変細胞

細胞シート

　細胞培養・増殖技術

 培地成分・添加物、培養条件

　新規な細胞と取得技術

新規な細胞、その作製・分離・取得方法

精製方法

（調査対象外）

理学療法（リハビリ）

細胞の関与しない
人工組織・人工臓器

安全性・品質管理技術
運搬・パッケージ技術
産業用培養システム

イメージング・モニタリング技術
疾患モデル（再生医療用）作製技術

　細胞分化制御技術

細胞改変、分化制御因子（蛋白質・化合物）

培養の工夫、細胞との接触

物理的刺激

細胞ソース
幹細胞・前駆細胞

　（ES細胞／iPS細胞／体性幹細胞他）
体細胞

その他　（骨髄／臍帯血）

　細胞保存技術

保存機器、保存液

再生医療要素技術

　細胞改変技術

ベクター、遺伝子導入、改変技術

再生医療応用技術

再生医療支援技術

in vitro/ex vivo機能構造体の形成

再生医療

臓器移植
（心臓・肝・腎・角膜・他）

・運動器系
（骨/関節/軟骨/結
合組織/筋肉/他）

・循環器系
（心臓/血管/血液）

・感覚器系
（眼/耳鼻/皮膚/

・泌尿器系

・運動器系
（骨/関節/軟骨/結
合組織/筋肉/他）

・神経系
（脳/脊髄）

・消化器系
（膵臓/肝臓/他）

ヒト

獣医領域

　足場関連技術

素材、構造 形態 材料工学／
ナノテクノロジー

足場、スカフォールド
合成・天然高分子

無機素材・金属

ハイブリッド素材

誘導因子
サイトカイン

低分子化合物

複数の組合せ

in vivo治療関連技術

細胞移植 誘導因子投与

足場移植

細胞と足場

再生医療関連技術 送達方法、器具

複数の組合せ

拒絶回避、細胞処理、ﾄﾞﾅｰ・ﾚｼﾋﾟｴﾝﾄ処理

発生工学／生殖工学
分子生物学／細胞工学
ゲノム科学／糖鎖工学
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米国 米国 3,175  台湾 その他 109 

日本 日本 2,327  シンガポール その他 95 
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1  132 ）米（NOSNHOJ & NOSNHOJ

2  702 ）日（スパンリオ

3  021 ）日（構機興振術技学科

4  78 ）日（所究研合総術技業産

5  97 ）日（プールグ所作製立日

6  86 ）米（CNI CINORTDEM

7  66 ）米（PROC ENEGLEC

8  65 ）日（成化旭

9 WISCONSIN ALUMNI RESEARCH FOUNDATION（米） 55 

10  05 ）日（人帝

11  94 ）米（TNEMNREVOG SETATS DETINU

11  94 ）日（塾義應慶

13  84 ）米（AINROFILAC FO YTISREVINU

14  54 ）日（AYOH

14  54 ）日（ロプニ

16  44 ）日（イザーエ

17  24 ）米（.OC NOSNIKCID NOTCEB

17  24 ）米（LLECOVON

17  24 ）日（グンリアニジンエ・ュシッィテ・ンパャジ

20  14 ）日（構機究研料材・質物
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業種国籍 大手企業 ベンチャー 
大学 研究機関 合計 

日本 14 4 2 5 25 

米国 5 7 5 4 21 

 

 

出 願 人 出願 
件数 出 願 人 出願 

件数 出 願 人 出願 
件数 出 願 人 出願 

件数 出 願 人 出願

件数 

オリンパス（日本） 178 JOHNSON & JOHNSON

（米国） 
78 JOHNSON & JOHNSON 

（米国） 
75 UNIV ZHEJIANG（中国） 23 SEOUL NAT UNIV IND 

FOUND（韓国） 
15 

科学技術振興機構 

（日本） 
63 MEDTRONIC（米国） 25 MEDTRONIC（米国） 22 UNIV TSINGHUA(中国) 18 CELGENE(米国) 13 

産業技術総合研究所

（日本） 
61 UNIV CALIFORNIA 

（米国） 
20 UNITED STATES 

GOVERNMENT（米国） 
20 

FIELD TRANSFUSION 

INST ACAD MILITARY 

MED(中国) 
17 WISCONSIN ALUMNI 

RES FOUND(米国) 
8 

JOHNSON & JOHNSON

（米国） 
60 科学技術振興機構 

（日本） 
20 HOYA（日本） 19 JOHNSON & JOHNSON 

（米国） 
12 科学技術振興機構 

（日本） 
8 

日立製作所グループ

（日本） 
58 BOSTON SCIENTIFIC

（米国） 
19 科学技術振興機構（日本） 17 科学技術振興機構 

(日本) 
12 KOREA INST SCI 

TECHNOL（韓国） 
7 

旭化成（日本） 41 BIOMET（米国） 18 CNRS（フランス） 16 SHANGHAI GUORUI LIFE 

SCI & TECH(中国) 
11 JOHNSON & JOHNSON 

(米国) 
6 

    
WISCONSIN ALUMNI RES 

FOUND（米国） 
16     

 

4

v in

vivo

4
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米国籍 欧州国籍 中国籍 韓国籍 その他
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13 25 8 3 3

疾患モデル
6 10 25 4 4

イメージング・

モニタリング

34 30 10 1 3

8
産業用培養システム 67

9 9

安全性・品質管理 57
27 19 1 3 10

運搬・パッケージ
30 9 3 1

その他 6 2

2924
112223

45
再生医療関連技術

81 220855001,221535in vivo治療関連技術

73199
3115

123261
in vitro/ex vivo機能

構造体の形成

444その他

102
33

146263431392足場関連技術

細胞保存技術
35 35 23 5 1 11

細胞改変技術
8 32 10 2 2 6

細胞分化制御技術 202 319 129 69
33

99

細胞培養・増殖技術 414 259 205
37 34

111

新規な細胞と取得技術 224 336 181
45 49

79

日本国籍

出願人国籍
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米国 米国 2,304  イスラエル その他 82 

日本 日本 1,058  スウェーデン 欧州 65 

中国 中国 614  ブラジル その他 54 

ドイツ 欧州 537  ベルギー 欧州 49 

イギリス 欧州 388  ロシア その他 48 

韓国 韓国 308  オーストリア 欧州 45 

イタリア 欧州 299  トルコ 欧州 43 

カナダ その他 230  インド その他 38 

フランス 欧州 207  ポルトガル 欧州 37 

オランダ 欧州 186  マレーシア その他 34 

台湾 その他 167  アイルランド 欧州 26 

スイス 欧州 119  ポーランド 欧州 25 

シンガポール その他 116  イラン その他 21 
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1 University of California （米国） 148  27 National Taiwan University （台湾） 41 

2 University of London （イギリス） 92  28  04 ）国米（ ytisrevinU ekuD

3 National University of Singapore（シンガポール） 89  29 Northwestern University （米国） 39 

3  03  98 ）本日（ 学大都京 Hannover Medical School （ドイツ） 38 

5 University of Michigan （米国） 81  30  83 ）国中（ ytisrevinU auhgnisT

6  03  08 ）国米（ ytisrevinU dravraH University of Washington （米国） 38 
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9 Johns Hopkins University （米国） 63  34  63 ）本日（ 学大島広

10 Seoul National University （韓国） 62  36 University of Pennsylvania （米国） 35 
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18 Imperial College London （イギリス） 50  44 Radboud Universiteit Nijmegen（オランダ） 30 

19 National Institutes of Health （米国） 48  44 RWTH Aachen University （ドイツ） 30 
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Huazhong University of Science and Technology 
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27 
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米国籍 欧州国籍 中国籍 韓国籍 その他

113712
その他

2110152
疾患モデル

2888
84115

23イメージング・

モニタリング

492
産業用培養システム

10

41133156
安全性・品質管理

11
運搬・パッケージ

217121
その他

再生医療関連技術 19 74 55 14 9 17

in vivo治療関連技術 428 629 674 110 327204

in vitro/ex vivo機能

構造体の形成
152 292

28
118334 67

その他 1 9 5 1 1

足場関連技術 126 511 466 173 73 225

102415159
細胞保存技術

1423313014
細胞改変技術

1365691340384201細胞分化制御技術

45716
9375

35
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311028
10075

37
新規な細胞と取得技術

日本国籍

研究者所属機関国籍
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日本 17 7 10 1 2 37 

米国 83 20 30 5 8 146 

日本 0 1 0 1 

米国 22 33 9 64 
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髄損傷患者に対する細胞移植の臨床試験が始まろ

うとしている。研究成果の産業化という点からは，

欧米と大きな差がついていると言わざるを得ない。

一方で，我が国発の世界的技術開発もいくつか認

められる。成体から誘導することに成功した ES

細胞様の万能細胞である iPS 細胞は，患者自身の

体から種々の細胞を作り出すことを可能にする革

新的技術であり，再生医療に大きな可能性をもた

らす。さらに，細胞シート技術により角膜上皮幹

細胞疲弊症，拡張型心筋症など各組織の再生医療

を成功させるなど，世界に先駆けた臨床研究が始

まっている。

iPS 細胞の創出や細胞シート技術による再生医

療の成功など，充分な研究開発力を有している我

が国において，健康で快適な生活を送ることを可

能とする「根本治療」技術である再生医療に寄せ

る国民の期待は大きい。我が国発の再生医療技術

の恩恵を国民が享受でき，さらには世界に貢献で

きるよう発信していくためにも，現状を総括し，

我が国における研究開発の成果が再生医療産業と

して実用化される道筋を明確にしておくことが重

要であろう。本調査を進めるにあたって設けられ

た委員会の助言をふまえた再生医療に関する提言

を，【提言 1】～【提言 3】にまとめた。ここでは，

【提言 1】を紹介する。

【提言 1】これまで築いてきた基礎技術の研究開

発の蓄積を無駄にすることなく，応用

技術へ展開し，産業化を促進させる。

【提言 2】大学・研究機関の研究成果を，再生医

療の応用分野へ活かし，知的財産とし

て確実に確保し，産業化へ結びつける。

【提言 3】ベンチャー企業の育成や，産学の複合

的プロジェクトの支援を通じて，再生

医療産業をより一層充実させる。

【提言 1】

これまで築いてきた基礎技術の研究開発の蓄積

を無駄にすることなく，応用技術へ展開し，産業

化を促進させる。

我が国は研究者所属機関国籍別論文発表件数

（表 5）が米国についで 2 位にあり，研究者所属

機関別論文発表件数上位ランキング（表 6）でも

上位 50 位に 10 大学が入るなど，研究開発の蓄積

は十分にある。しかしながら，応用技術に目を転

ずると，再生医療の出口であるヒトへの適用に直

結するヒト細胞の利用に関する論文発表において，

米欧中韓諸国が論文発表件数を増やしているのに

対して，我が国だけが減少しており（図 8），これ

まで築いてきた基礎研究の高いレベルが応用技術

に展開できていない状況にある。

その理由として，本調査における委員会からは，

①ヒト幹細胞臨床研究を行うにあたって遵守

すべき「ヒト幹細胞を用いる臨床研究に関

する指針」3における制度運用上の諸問題に

ついて，科学技術の進歩，ヒト幹細胞の取

扱いに対する社会的情勢の変化等を勘案し

て，引き続き検討を加えることが必要なこ

と，

②産業界からの再生医療への参入や，産学共

同研究などの新しい体制の整備が遅れてい

ること，

が指摘された。

iPS 細胞を創出するなど，十分な研究開発能力

を備えている我が国においては，国民が健康で快

適な生活を送ることを可能とする「根本治療」技

術である再生医療に寄せられる期待も大きく，研

究成果の迅速な国民への還元が望まれている。我

が国が再生医療において今後も高い技術レベルを

維持しつつ，応用技術に展開していくには，世界
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http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/iryousaisei01/pdf/01.pdf

4 3
http://www8.cao.go.jp/cstp/kihonkeikaku/kihon3.html

5 http://www8.cao.go.jp/cstp/kihon3/index2.html
6 3 P.3

http://www8.cao.go.jp/cstp/kihon3/bunyabetu1.pdf
7 P.10
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8
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